
４ 計画期間 

 

4/10

R2財政調整基金
残高見込

歳　出(10年)

収支不足額

①サマーレビュー
主要項目効果額
（収支計画に不可
欠なもの）

財政調整基金
（R2残高見込の

6/10を繰入）
6/10

歳　入(10年)

災害等の予期せぬ
支出対応、早期収支
改善に係る経費

△３％シーリング
（②サマーレビュー
効果額［①以外］を
含む）

財政調整基金
（R2残高見込の

4/10を留保）

第２次行政改革実施方策 概要 

 

［個別施設計画、サマーレビュー2020主要項目及び△3％シーリングの行革効果額を反映させた場合の収支見通し］ （単位：百万円）

決算 決算見込

Ｒ元決算 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

5,950 5,700 5,555 5,719 5,740 5,709 5,724 5,744 5,715 5,726 5,742 5,711

6,902 6,871 6,751 6,635 6,498 6,620 6,619 6,344 6,341 6,334 6,328 6,334

178 182 184 186 186 187 187 187 187 187 187 187

111 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27

907 1,159 1,154 1,203 1,203 1,203 1,203 1,203 1,203 1,203 1,203 1,203

241 271 0 0 0 0 0 133 0 50 138 285

434 253 150 360 360 360 360 360 360 360 360 360
Ａ 14,723 14,463 13,821 14,130 14,014 14,106 14,120 13,998 13,833 13,887 13,985 14,107

7,782 7,796 7,836 7,804 7,684 7,686 7,437 7,480 7,349 7,316 7,203 7,081

人 件 費 3,240 3,471 3,503 3,489 3,477 3,480 3,425 3,397 3,393 3,348 3,323 3,279

扶 助 費 1,050 1,073 1,074 1,043 1,040 1,036 1,032 1,037 1,043 1,048 1,053 1,058

公 債 費 3,492 3,252 3,259 3,272 3,167 3,170 2,980 3,046 2,913 2,920 2,827 2,744

341 264 154 184 257 227 266 246 204 179 189 253

14 9 10 18 18 18 18 18 18 18 18 18

2,253 2,317 2,540 2,458 2,461 2,436 2,374 2,348 2,349 2,332 2,366 2,359

2,406 2,232 2,149 2,257 2,232 2,225 2,225 2,214 2,216 2,218 2,204 2,190

208 136 6 0 0 0 0 67 0 25 69 143

1,869 1,840 1,857 1,852 1,847 1,842 1,837 1,824 1,811 1,798 1,785 1,773

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｃ（Ｄ+Ｅ） - - - △ 172 △ 169 △ 172 △ 170 △ 167 △ 164 △ 137 △ 134 △ 132

Ｄ - - - △ 75 △ 75 △ 81 △ 81 △ 81 △ 81 △ 56 △ 56 △ 56

Ｅ - - - △ 97 △ 94 △ 91 △ 89 △ 86 △ 83 △ 81 △ 78 △ 76

Ｆ（Ｂ-Ｃ） 14,873 14,594 14,552 14,401 14,330 14,262 13,987 14,030 13,783 13,749 13,700 13,685
Ｇ（Ａ-Ｆ） △ 150 △ 131 △ 731 △ 271 △ 316 △ 156 133 △ 32 50 138 285 422

Ｈ 490 131 731 271 316 156 0 32 0 0 0 0
Ｇ+Ｈ 340 0 0 0 0 0 133 0 50 138 285 422

5,896 7,296 6,819 6,522 6,179 5,996 5,969 5,977 5,969 6,017 6,109 6,275

うち財政調整基金 2,557 2,572 1,857 1,593 1,283 1,132 1,137 1,177 1,182 1,212 1,286 1,434

（％） 14.8 14.2 14.2 14.2 14.1 13.8 12.9 11.9 11.0 10.6 10.1 9.7

（％） 95.9 79.9 78.7 79.2 73.7 71.1 63.1 59.2 53.5 49.4 43.1 35.8

（％） 93.5 93.8 97.1 94.4 94.2 93.3 91.0 93.0 92.1 91.8 90.9 89.9

(百万) 12,816 12,906 12,573 12,641 12,525 12,618 12,632 12,376 12,344 12,354 12,362 12,337

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

経 常 収 支 比 率

標 準 財 政 規 模

歳
出

義 務 的 経 費

基
金

積立金残高

積 立 金

繰 出 金

そ の 他

行革効果額
うちサマーレビュー
主要項目削減額

うちシーリング削減額

小 計

収
支
差

差 引

基 金 取 崩 額

再 差 引

B

投 資 的 経 費

維 持 補 修 費

物 件 費

補 助 費 等

区　　　　分
見込（計画期間） 見込（計画期間以降）

歳
入

地 方 税

地 方 交 付 税 等

地 方 譲 与 税 等

地方特例交付金等

税 交 付 金

歳計剰余金処分額

そ の 他 の 収 入

小 計

 １ 本市財政を取り巻く環境   

本市の人口は平成 27年に 44,258人となり、今後、何も対策を講じなければ令和７年に 38,000人程度ま

で減少する見込みだが、様々な戦略的取組を行うことで、令和７年に 38,700人程度確保することを目指し

ている。しかし、これらの取組を行っても人口の減少に伴う市税等の減少が予想される。 

また、昭和 40～50年にかけて建設した公共施設等が順次更新時期を迎えることとなり、これらの施設を

適正に管理・運営していく必要がある。 

加えて、合併算定替えの終了（一本算定）に伴う地方交付税の減、など財政的に厳しい環境が続く中、

南海トラフ地震や新型コロナウィルス対応など、様々な危機に備えておく必要がある。 

 

 ２ 財政収支見通し   

一定の条件のもとで、収支不足対策 

を実施しない場合、今後 10年間を展望 

した財政収支見通しの推計結果は右表 

のとおり。 

令和９年度には、財政調整基金が枯 

渇し、予算編成が困難になることが見 

込まれる。 

 

 

 ３ 策定の目的  

 

 

 

 

 

 ５ 財政運営にあたっての目標  

（１）持続可能な財政運営 

①実質赤字比率、連結実質赤字比率を発生させ         

ないこと                              

 ②実質公債費比率： 15％以内を継続すること  

 ③将来負担比率 ： 80％以内を継続すること 

 ④経常収支比率 ： 95％以内を継続すること 

 

 ６ 歳入確保と歳出削減  

（１）歳入確保                  （２）歳出削減 

① 市税等収納率の向上              ① 公共施設等の適正管理 

② 未利用地の処分・貸付等の有効活用       ② 人件費の抑制 

③ 受益者負担の適正化              ③ 内部管理経費の抑制 

 ④ 市の魅力創出による寄附制度の活用       ④ 職員の資質の向上 

 ⑤ 広告収入やネーミングライツ等の活用      ⑤ 事務事業の適正化 

 ⑥ 新たな財源確保対策の検討           ⑥ 公営企業等の経営健全化 

                           ⑦ 市債発行の抑制 

                           ⑧ 民間活力の導入 

                           ⑨ 広域連携等の推進 

                           ➉ デジタル化の活用 

 ７ 今後の財政収支見通し  

本方策に掲げる目標を達成するため、個別施設計画の着実な実施、サマーレビュー2020の主要項目の

実施、事業シーリングに基づく行革等に取り組みます。なお、これらの取組を財政収支見通しに反映し

たものは以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考 サマーレビューの実施  

これまで、平成 27年度から令和２年度を期間とする「洲本市行政改革実施方策（サマーレビュー2014）」

を策定し行財政改革を推進してきた。 

今後もより厳しい財政状況が予想されることから、財政調整基金を取り崩すことなく収支均衡が図れる

持続的な財政基盤の確立を目指し、不断なく改革を進めるため、前方策の取組状況を確認しながら、サマ

ーレビュー2020を実施。 

（１） 見直しの効果額   

令和３年から令和７年（５か年）［５２３百万円］ 

 

（２）効果額の反映 

① 今後の 10年間の収支（令和３年度～12年度） 

を見通し、災害等への備えとして、令和２年度 

財政調整基金残高見込みの 4/10を留保しつつ 

6/10は収支不足額の一部に充当。 

②サマーレビューの主要項目の効果額を活用し、 

収支不足額を解消。 

   ③ サマーレビューの効果額（主要部分以外）を 

    含めた予算編成時の△３%シーリングを継続し、 

災害等に備えるための基金を確保。 

本方策を財政運営方針（令和３年度～令和 12年度）の前期計画

として位置づけ、中期的な視点から本市財政の健全性と個別施設

計画に基づく施設の適正管理の実行性を確保し、持続可能な行政

運営の基盤を確立するため策定。 

 

 

令和３年度から令和７年度まで 

（※財政運営方針の前期） 

 

 

（２）計画的な基金の確保 

財政調整基金残高を標準財政規模の 10％

程度とすること 

 （３）住民ニーズを踏まえた効率的な行政運営 

  一般行政経費を５年間で 15％削減（人件費 

公債費、債務負担行為事業を除く） 

 

 

［収支不足対策を実施しない場合の収支見通し］ （単位：百万円）

決算 決算見込

Ｒ元決算 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

Ａ 14,723 14,463 13,821 14,130 14,013 14,105 14,121 13,744 13,741 13,822 13,878 13,905

Ｂ 14,873 14,594 14,552 14,618 14,467 14,481 14,284 14,138 14,010 14,294 14,053 14,130

Ｃ（Ａ-Ｂ） △ 150 △ 131 △ 731 △ 488 △ 454 △ 376 △ 163 △ 394 △ 269 △ 472 △ 175 △ 225

Ｄ 490 131 731 488 454 376 163 394 3 0 0 0

Ｅ（Ｃ+Ｄ） 340 0 0 0 0 0 0 0 △ 266 △ 472 △ 175 △ 225

5,896 7,296 6,819 6,305 5,824 5,420 5,227 4,803 4,787 4,805 4,823 4,841

2,557 2,572 1,857 1,376 928 556 395 3 0 0 0 0

差 引

基 金 取 崩 額

再 差 引

見込（計画期間以降）

歳 入

歳 出

区　　　　分
見込（計画期間）

基
金

積 立 金 残 高

う ち 財 政 調 整 基 金




